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【水質環境の良好さ（EPT 指数）】 (底生動物調査) 

・ EPＴ指数の高い河川は北海道の常呂川、渚滑川、北陸地方の姫川、黒部川、中国地方

の高津川 
底生動物を用いて水質の良好さを表す方法のひとつである EPT 指数 (E:カゲロウ目、

P:カワゲラ目、T:トビケラ目の合計種数を全確認種数で除した値) を整理しました。全体

的に上流で EPT 指数が高く、流程が下るに従って低くなる傾向が見られました。河川別

では、北海道の常呂川、渚滑川、北陸地方の姫川、黒部川、中国地方の高津川の上流や中

流で高い値がみられました。 
 

カゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目は、渓流など砂礫底の河川を代表する水生昆虫類です。

これらの多くは水質汚濁に対して弱いことから、カゲロウ目 (E)、カワゲラ目 (P)、トビケラ

目 (T) の合計種数を全確認種数で除した値 EPT 指数を、水質の健全度を表す指標として用い

ることがあります。今回とりまとめを行った 26 河川の調査地区をそれぞれ河川の上流、中流、

下流、河口に分け、河川別、流程別の EPT 指数を整理しました。流程別でみると、全体的に上・

中流で EPT 指数が高く、流程が下るに従って低くなる傾向が見られました。河川別では、北海

道の常呂川、渚滑川、北陸地方の姫川、黒部川、中国地方の高津川の上流や中流などで高い値

がみられました。 

なお、豊かな種類数は河川の良好さをある程度示すものと考えられますが、これらの水生昆

虫の種数は、水質だけでなく、調査地点の河床や調査回数 (特に冬から春にかけての調査) な

どの調査状況にも大きく影響されるため、種数が少ないことがそのまま水質の悪いことを示す

ものではありません。 
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鵡川 常呂川

渚滑川 鳴瀬川

馬淵川 中川

綾瀬川 江戸川

荒川 姫川

黒部川 菊川

豊川 鈴鹿川

紀の川 九頭竜川

天神川 江の川

高津川 肱川

松浦川 六角川

筑後川 白川

球磨川 川内川

河川別・流程別のEPT指数
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